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９月定例会

平成26年度決算を認定！
決算審査 報告

決算審査特別委員長　藤　巻　　誠

◆ 一般会計　歳出
２款　総務費
　職員研修について、先進自治体において生の声を
聞き、自らの目で見てくることは、職員にとって有
意義な経験となり、それはやがて住民サービスの向
上にもつながるはず。職員がどんどん外に出て、優
れている点を肌で感じ、吸収する機会を積極的に設
けて欲しい。
　また、昨今、職員はさまざまなイベントに従事す
る機会が多く、地元の地域行事への参加が困難な者
もいるという声を聞くが、自らの職務を全うし、さ
らに自らの地域で活躍できるよう、職場環境の点検
や改善を望みます。

３款　民生費
　高齢者安心サービス事業は職員知恵出し会議政策
提案事業であります。協力会員及び利用会員が増え
るよう委託事業者と連携して周知徹底を図り、この
事業のさらなる推進を望みます。

４款　衛生費
　環境共生のまちづくり推進事業において、バイオ
マスの利活用、地球温暖化対策、ペレットプラン
ト、太陽光、地中熱利用など種々の事業に、なお一

層力を入れて促進していただきたいとの意見があり
ました。

６款　農林水産業費
　農業経営は、ＴＰＰ交渉の行方の不透明感や、米
価が不安定である中で厳しさを増しています。国、
県やＪＡなど、関係機関とも連携を図るとともに、
十日町市の独自性を考慮した中で、地域に適した農
業振興策を強く望みます。

８款　土木費
　市民要望の最も多い市道改良に対して事業費の増
額を望むとともに、未来への投資として、上沼道の
整備促進に向けた取組みを、引き続き強く望みます。

10款　教育費
　教員住宅について、弾力的な運用を含めた積極的
な有効活用を望むとともに、老朽化した教員住宅の
整理を計画的に進めてほしい。

◆ 下水道事業特別会計
　浄化槽整備事業費においては、集落等の集会施設
も含めた整備の推進を図り、普及率の向上に努めて
いただきたい。

　決算審査特別委員会に付託されました、議案第111号から議案第119号までの、一般会計、特別会
計及び水道事業会計、合わせて９件につきましては、９月４日に特別委員会を設置し、さらに、３つ
の分科会ごとに詳細に審査したところであります。
　結果については、報告書のとおり９件とも決算認定であります。また、各分科会の審査過程で出さ
れた意見については、各分科会主査報告のとおりでありますが、ポイントとなる意見、要望項目につ
いて何点か申し上げます。

　以上、ポイントとなる意見、要望項目について何点か申し上げましたが、行政執行上、職員は極め
て重要な存在であります。良好な職場環境や処遇は、ひいては、十日町市政に大きく寄与するものと
考えます。今後も適切な対応を望みます。
　特別委員会設置以来、厳正かつ慎重な審査をしていただいた議員各位のご協力、ご尽力に感謝を申
し上げ、平成26年度決算審査特別委員会委員長報告といたします。



（3）

　私は本定例会に提出された決算
認定について賛成の立場で討論い
たします。
　平成26年度決算の状況は､一般
会計の歳入が408億2,171万円、歳
出は385億2,728万円で差し引き22
億9,443万円となりました。

　翌年度に繰り越す財源を差し引くと実質収支は16億
7,857万円の黒字となりました。
　主な歳入のうち、個人住民税と市たばこ税の減少によ
り、市税が減額となったものの、地方交付税は最終的に
前年度より２億6,099万円の増額となりました。国、県
支出金も減少しましたが、これは学校の改築、耐震化の
進捗や、災害復旧等も一段落したことによるものです。
　そのほか、大きく減額したのは繰入金で７億2,098万
円の減額となっています。
　一方、歳出の商工費では、中心市街地拠点施設整備事
業、ほくほく線高架下整備支援事業、松代地域観光施設
整備事業のほか、先日まで開催されていた第６回大地の
芸術祭などにより増額し、観光産業に力を入れることで、
おもてなしや対外的なＰＲが可能となったものと思って
おり、有効的な予算執行と考えられます。
　その他、土木費も増額し前年度より５億1,860万円増
え、市民の生活基盤である道路整備、除雪経費のほか、
消雪パイプ、流雪溝の整備とインフラ整備にも力を入れ、
冬期間のハンデのある十日町市を住みよいまちにするべ
き事業として高く評価するところでもあります。
　経常経費のなかでも市長の進める市の職員の定員適正
化に基づく人員削減により、人件費を抑えたところも伺
えました。
　平成26年度もゆとりのない財政状況ですが、増額した
基金の有効活用や、公債費の繰上償還による経常経費の
削減を引き続きお願いするものであります。
　今年度は、今後の十日町市の指針となる第二次十日町
市総合計画が策定されます。経常経費節減による財政の
スリム化は継続しながら、十日町市の将来のための乳幼
児支援や学校教育費の充実を図るとともに、新しい十日
町産のエネルギー産業の確立、雇用の創出、さらに十日
町市の主産業である、十日町産魚沼コシヒカリの進展に
力を入れていただき、流通、観光面の基盤となる高規格
道路を含む交通網のインフラ整備等、投資的事業もしっ
かりと計画していただきたいと考えます。
　最後に、活気のある元気なまち、希望のある十日町市
の実現のため、合併10年を経た今、地域を超えたさらな
る一体感のあるまちづくりをお願いしまして、賛成討論
といたします。

　日本共産党十日町市議団を代表
し、平成26年度一般会計決算、国
民健康保険会計決算、後期高齢者
医療会計決算、介護保険会計決算
に反対の立場から発言します。
　一般会計決算は、前年度の実質
収支を差し引いた単年度の収支は

６億3,413万円の赤字となっています。
　決算の特徴は国の経済対策・建設事業費が12億円の大
幅減となった一方、福祉関係では、単年度限りの臨時福
祉給付補助金１億３千万円、子育て世帯臨時特例給付補
助金6,100万円の小幅の増は国の思いつき、ばらまき予
算と批判されました。住民の暮らしと安全を第一にした
系統的財源措置を強く望みます。
　基金は、前年比３億８千万円の増、118億円に達し、
合併10年で72億円も増やしています。市民負担を増やし
貯金を増やすのは行政のあり方ではありません。社会保
障はじめ市民生活支援を重視した施策を求めます。
　国民健康保険、介護保険制度は国の制度的・構造的欠
陥がさらに進行し、重い負担が住民に転嫁されています。
国の負担金の大幅増額を求めるとともに一般会計からの
繰り入れ等、保険料、利用料の軽減を求めます。高齢者
に負担を求める後期高齢者医療制度に反対します。
 【主な課題と要望について】
①地域産業の振興と雇用の拡大について、中小企業・小
規模企業振興基本条例の活用を積極的に図る。行政が
直接措置できる臨時職員の待遇改善を図る。
②農業についてはＴＰＰによる農業破壊を許さず、農業・
農村環境の整備に力を入れる。地産地消事業のさらな
る推進を図る。
③市民文化ホール・公民館事業は、利用団体や市民の意
見を十分に聴き、活動しやすい環境整備を求める。
④大地の芸術祭は、事業費内容が不明確であり、市民か
らもボランティアだけで会計報告がない、イベントが
多過ぎるなどの声が寄せられている。透明性の確保と
改善を強く求める。
⑤子どもたちのいじめ・不登校などについて、教育評価
制度や小中一貫教育などの管理主義と効率化では解決
できない。教職員の抜本的増員を図り、子どもたちと
向き合える教育こそ必要。
⑥市職員92名分の休日出勤、残業手当未払いが明らかに
された。このようなことが繰り返されぬよう原因を明
らかにし管理体制をしっかり取ってほしい。
⑦「医療・介護総合法」の成立により特養ホームの建設
制限、保険料の負担増、入院ベットの削減などが予想
される。名実ともに高齢者が安心して住み続けられる
市政を目指して着実な前進を図ってほしい。

平成26年度決算に対する討論
採決に先立ち、決算認定に反対・賛成の立場から討論が行われました。その要旨を掲載します。

賛 成 【福崎哲也議員】 反 対 【安保寿隆議員】
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　市道等各種施設の修繕、地域医療確保や市街地活性化に係る
補助金のほか、農業施設災害復旧費などの補正を行いました。

〈主な事業〉
○空き家バンク事業（企画政策課）
　・空き家バンク登録者及び利用者への補助金の補正 �  ４３５万円
○法改正システム改修事業（総務課）
　・個人番号制度対応のためのシステム整備費等の追加 �  １，５１６万円
○医療施設整備等支援事業（健康づくり推進課）
　・施設整備補助金及び後継補助金の補正 �  １，３７９万円
○中心市街地遊休施設等活用促進事業（中心市街地活性化推進室）
　・申請見込み数の増に伴う補助金の追加 �  ２００万円
○道路橋りょう修繕事業（建設課ほか）
　・豪雪等に伴う各地域の舗装、側溝修繕経費の追加 �  ５，９７０万円
○現年発生農業施設災害復旧事業（農林課）
　・十日町地域新水地区農業用水ずい道（水路トンネル）の地震災害復旧経費の追加 �  ８，８００万円

　国の地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）の交付申請をするため、
対象事業費の補正を行いました。

〈対象事業〉
○結婚促進事業（企画政策課）
　・ハピ婚サポートセンター運営委託料等の補正 �  ７７６万円
○ブランド米等流通拠点づくり事業（農林課）
　・地域商社ブランド米販売促進事業補助金の補正 �  ２，１００万円
○インターンシップ等受入促進支援事業（産業政策課）
　・市内企業への就業体験参加者等に対する交通費等補助金の補正 �  １１０万円
○豪雪体感インバウンド事業（観光交流課）
　・雪に特化した観光商品開発や誘客に要する経費の補正 �  ２，５８０万円

一般会計補正予算
道路橋りょう修繕事業、
地域活性化・地域住民
生活等緊急支援交付金
の補正など

　昨今、県内各市議会において、欠席届に関する規定に「出産」についての規定を加える議会が増えています。
　当市議会においても、男女共同参画を考慮した議会活動を促進するため、本会議及び委員会を欠席する場合の
規定に、「出産を事由として会議を欠席する場合は、日数を定めて、あらかじめ欠席届を提出することができる」
ことを新たに加える改正議案を平成27年９月定例会最終日に上程し、全会一致で可決されました。

十日町市議会会議規則を改正しました

９月定例会

崩落土砂が堆積した水路トンネル 【補正予算（第４号）】

 【補正予算（第５号）】
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療
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て

質
問 

各
医
療
機
関
の
医
療
機
能
の
現
状
と

今
後
の
方
向
が
「
病
床
機
能
報
告
制
度
」
で

県
に
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さ
れ
て
い
る
。
県
は
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に
基
づ
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療
構
想
の
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ら
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。
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で
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い
ま
す
。

①
十
日
町
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病
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状
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５
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後
に

つ
い
て

②
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復
期
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期
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床
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で
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。

③
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ど
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答
弁 

①
平
成
27
年
度
の
市
内
病
院
の
病
床

数
は
急
性
期
３
７
５
床
、
慢
性
期
45
床
、
精

神
病
床
１
８
０
床
で
合
計
６
０
０
床
で
す
。

平
成
32
年
度
の
病
床
数
は
急
性
期
３
１
９

床
、
回
復
期
56
床
、
精
神
病
床
１
６
８
床
で

合
計
５
４
３
床
の
見
込
み
で
す
。

②
市
内
医
療
機
関
の
療
養
病
床
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
介
護
施
設
の
定
員
は
病
床

数
の
減
少
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
増
え
て
い

る
の
で
、
合
計
す
る
と
十
分
確
保
で
き
る

も
の
と
考
え
ま
す
。
具
体
的
に
は
病
床
数

と
介
護
施
設
の
定
員
の
合
計
が
平
成
27
年

度
は
１
、９
８
１
床
で
す
。
平
成
32
年
度
は

２
、１
０
０
床
程
度
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

③
今
年
４
月
実
施
の
介
護
保
険
法
改
正
に
よ

質
問 

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
子
育
て
世
代
の
定
住
促
進

策
を
考
え
る
「
若
い
女
性
が
住
み
た
く
な
る

十
日
町
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
移
住
希
望

者
等
へ
農
地
の
情
報
を
発
信
す
る
「
空
き
田

畑
里
山
バ
ン
ク
」
を
提
案
す
る
。

答
弁 

人
口
減
少
対
策
に
若
い
女
性
、
子
育

て
世
代
の
人
口
増
加
は
不
可
欠
で
す
。
ご
提

案
の
「
若
い
女
性
が
住
み
た
く
な
る
十
日
町

検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
設
置
に
つ
い
て
、

若
い
女
性
職
員
の
視
点
を
加
え
る
こ
と
で
魅

力
あ
る
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
参
考

に
な
る
よ
う
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。「
空

き
田
畑
里
山
バ
ン
ク
」
に
つ
い
て
、
新
規
就

農
者
は
農
業
研
修
を
受
け
る
こ
と
で
、
技
術

の
習
得
や
地
域
に
溶
け
込
み
や
す
く
な
る
こ

と
か
ら
、
ま
ず
農
林
課
が
窓
口
と
な
り
、
農

地
の
あ
っ
せ
ん
や
就
農
相
談
な
ど
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問 

子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪
等
か
ら
子
ど

も
と
市
民
を
守
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
推

進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。　
　

答
弁 

小
中
学
校
に
は
設
置
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
防
犯
対
策
と
し
て
カ
メ
ラ
付
き
イ
ン
タ

ー
ホ
ン
及
び
電
子
錠
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

公
立
保
育
園
で
は
、
１
つ
の
園
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
済
み
で
、
順
次
設
置
す
る
予
定
で

す
。
商
店
街
や
地
域
へ
の
設
置
に
つ
い
て

り
、
在
宅
で
の
医
療
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
包

括
的
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
市
と
し
て
は
在
宅
医
療
を
提
供
す
る

病
院
や
診
療
所
、訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
医
療
、
福
祉
機

関
や
そ
こ
に
従
事
す
る
多
様
な
職
種
の
職
員

が
互
い
に
連
携
を
図
る
た
め
の
仕
組
み
作
り

の
役
割
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
在
宅
医
療
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
介
護
の
あ
り
方
に
つ

い
て
情
報
発
信
し
、
市
民
へ
意
識
付
け
を
す

る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
積
極
的
に
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

不
老
閣
の
増
床
計
画
中
止
に
つ
い
て
は
、
他

の
社
会
福
祉
法
人
か
ら
増
床
が
可
能
と
の
提

案
が
あ
っ
た
の
で
、
協
議
を
進
め
た
い
と
考

え
ま
す
。

病床が一部休止となった中条病院

初雪の棚田（星峠）

は
、
地
域
の
防
犯
組
織
の
皆
さ
ま
な
ど
の
ご

意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
課

題
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
お
互
い

に
助
け
合
う
地
域
づ
く
り
に
よ
り
、
犯
罪
の

起
き
に
く
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

質
問 

当
市
の
持
つ
魅
力
で
あ
る
里
山
文

化
・
景
観
・
伝
統
を
守
り
後
世
に
引
き
継
ぐ

た
め
、
ま
た
観
光
客
誘
致
に
も
寄
与
す
る
日

本
遺
産
登
録
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁 
信
濃
川
火
焔
街
道
連
携
協
議
会
の
構

成
自
治
体
で
あ
る
新
潟
市
、
長
岡
市
、
三
条

市
、
津
南
町
と
連
携
し
、
日
本
遺
産
の
認
定

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
型
日
本
遺
産
認
定
へ
の
申
請
も
検
討
を

進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

村
山
達
也 

議
員

村
山
邦
一 

議
員

市政のここが聞きたい!一般 質問
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生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の

　
　
　
　
認
識
と
対
応
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
の
検
証
と
第
二
次
総
合

計
画
の
作
成
、
地
方
創
生
に
つ
い
て

質
問 

合
併
時
、
周
辺
部
が
遅
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
住
民
の
声
が
あ
っ
た
。実
際
、

人
口
減
は
大
き
く
、
支
所
職
員
も
半
分
に
減

っ
た
。
周
辺
地
域
、
中
山
間
地
の
振
興
は
重

要
課
題
で
は
な
い
か
。

答
弁 

合
併
に
よ
り
、
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の

魅
力
、
ま
た
資
源
の
充
実
が
図
ら
れ
、
そ
れ

が
大
地
の
芸
術
祭
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
取
組
み
に
プ
ラ
ス
に
作
用
し
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

支
所
職
員
に
関
し
て
は
、
今
後
状
況
を
見

な
が
ら
、
対
応
力
に
応
じ
て
、
適
正
配
置
を

し
て
い
き
ま
す
。

質
問 

合
併
時
と
比
べ
国
保
税
は
、
１
・
42

倍
、
介
護
保
険
料
は
、
１
・
58
倍
に
上
が
っ

た
。
高
齢
者
世
帯
や
低
所
得
者
層
に
負
担
が

重
く
な
っ
て
い
る
。
重
要
な
戦
略
課
題
で
は

な
い
か
。

答
弁 

税
制
改
正
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

な
ど
に
よ
り
負
担
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
困
難
世
帯
が
ど
う
い
う
現
状
に
あ
る
か

把
握
し
、
ど
ん
な
施
策
が
可
能
か
勉
強
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問 
国
の
「
地
方
創
生
」
策
は
、「
政
府

の
関
与
と
誘
導
、
選
択
と
集
中
に
よ
る
集
権

的
手
法
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
住
民
と
の
協

議
や
検
討
に
よ
る
真
に
地
方
の
再
生
に
つ
な

げ
る
も
の
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

質
問 
４
月
１
日
か
ら
、
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
福
祉
事
務
所
が
あ
る

す
べ
て
の
自
治
体
が
生
活
困
窮
者
の
自
立
支

援
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

度
予
算
で
７
７
０
万
円
計
上
し
て
い
ま
す
。

事
業
に
対
す
る
認
識
と
対
応
、
特
に
積
極
型

訪
問
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
取
組

み
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁 

全
国
的
な
傾
向
と
し
て
長
引
く
景
気

の
低
迷
に
よ
り
、
失
業
や
非
正
規
雇
用
、
低

収
入
な
ど
で
働
け
る
世
代
の
生
活
保
護
受
給

者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

当
市
で
も
生
活
保
護
の
申
請
相
談
件
数
が

増
え
て
い
て
、
世
帯
構
成
や
収
入
実
態
な
ど

に
よ
り
、
対
象
に
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く

あ
り
ま
す
。
現
在
は
対
象
に
な
ら
な
く
て
も
、

将
来
的
に
は
受
給
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

人
の
支
援
に
つ
い
て
、
生
活
困
窮
者
の
自
立

支
援
制
度
へ
の
期
待
は
大
変
大
き
い
も
の
が

あ
り
ま
す

　

こ
の
制
度
で
期
待
さ
れ
る
効
果
は
、
生
活

保
護
に
至
る
前
の
段
階
か
ら
早
期
に
支
援
を

行
う
こ
と
で
、
生
活
困
窮
状
況
か
ら
の
早
期

自
立
と
、
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
相
談
支
援

機
関
の
充
実
に
よ
り
、
社
会
資
源
の
活
性
化
、

地
域
全
体
の
負
担
軽
減
が
可
能
と
な
る
こ
と

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

市
の
取
組
み
状
況
は
、
主
任
相
談
支
援
員

答
弁 

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
地
方
版
総
合
戦

略
は
、
当
市
の
将
来
を
見
据
え
た
重
要
な
計

画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
総
合
戦
略
等
、
検
討

会
議
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
、
庁

内
で
十
分
な
検
討
を
行
っ
た
上
で
策
定
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
を
捉
え
て
、
地
方
創
生
の
フ
ロ

ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
十
日
町
市
な
ら
で
は

の
施
策
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
た
い
と
考
え

ま
す
。

新たな生活困窮者自立支援制度

１
名
と
相
談
支
援
員
を
２
名
配
置
し
、
就
労

支
援
と
し
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
同
行
し

た
り
、
相
談
に
来
ら
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、

こ
ち
ら
か
ら
訪
問
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
支
援
員
に
つ
い
て
は
幅
広
い
相
談
に

対
応
す
る
た
め
、
各
種
研
修
会
に
参
加
し
、

相
談
ス
キ
ル
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
相
談
内
容
を
分
析
し
た
中
で
、
必

須
事
業
だ
け
で
な
く
、
任
意
事
業
の
取
組
み

や
事
業
委
託
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
を
送
れ
る

よ
う
、
第
二
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て

こ
の
制
度
を
周
知
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

羽
鳥
輝
子 

議
員

安
保
寿
隆 

議
員

市政のここが聞きたい!一般 質問

平成17年度 平成22年度 平成25年度

製造業の従業者数� （人） 4,406 3,412 3,308 
　一人当たりの収入額�（円） 2,585,687 2,474,850 2,546,478 

平成17年度 平成22年度 平成26年度

個人市民税一人当たり（円） 51,519 66,812 69,361 
国 保 税 総 額� （万円） 164,284 140,083 132,457 
　一人当たり額� （円） 63,540 82,300 90,736 
　被保険者数� （人） 25,855 17,021 14,598 
介護保険料総額� （万円） 70,866 91,225 119,034 
　一人当たり額� （円） 38,289 48,321 60,328 
　被保険者数� （人） 18,508 18,879 19,731 

市民の収入、市民負担等

安保寿隆議員作成

包括的な相談支援
◆自立相談支援事業
・訪問支援（アウトリーチ）も含め、生活保
護に至る前の段階から早期に支援
・生活と就労に関する支援員を配置し、ワン
ストップ型の相談窓口により、情報とサー
ビスの拠点として機能
・一人一人の状況に応じ自立に向けた支援計
画を作成
・地域ネットワークの強化など地域づくりも
担う
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積
極
的
な

　
若
者
定
住
支
援
策
を
求
む

市
総
合
計
画
の
策
定
と
10
年
間
を

見
通
し
た
市
教
育
行
政
を
問
う

質
問 

第
二
次
総
合
計
画
の
策
定
と
市
教
育

行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
①
義
務
教
育
学
校

制
度
の
導
入
と
、
今
後
の
小
中
一
貫
教
育
制

度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
②
保
育
所
の
再
編
と

そ
れ
に
係
る
小
学
校
の
再
編
に
つ
い
て
③
県

教
育
委
員
会
の
高
校
再
編
計
画
と
、
市
内
の

県
立
高
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
④
中
学
校
か

ら
の
頭
脳
の
流
失
と
、
市
内
県
立
高
校
の
相

対
的
な
地
盤
沈
下
に
対
す
る
市
の
考
え
方
と

取
組
み
に
つ
い
て
⑤
地
域
に
愛
着
と
誇
り
を

持
つ
「
人
財
」
の
育
成
に
つ
い
て

答
弁 

①
こ
の
た
び
の
学
校
教
育
法
改
正
に

よ
る
義
務
教
育
学
校
制
度
は
、
子
ど
も
の
発

達
や
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
、
柔
軟
な
対
応

が
可
能
で
、
教
育
効
果
の
高
い
制
度
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
10
年
の
間
に
は

学
校
の
統
廃
合
と
い
う
問
題
も
あ
り
、
小
中

一
貫
教
育
の
形
態
は
変
化
し
て
い
く
も
の
と

捉
え
て
い
ま
す
。②
保
育
所
に
つ
い
て
は「
市

公
立
保
育
園
の
統
廃
合
及
び
民
営
化
計
画
」

に
基
づ
き
統
廃
合
を
進
め
、
今
年
度
末
に
計

画
が
完
了
し
ま
す
。
今
後
、
新
た
な
公
立
保

育
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
計
画
策
定
を
考
え

て
い
ま
す
。
小
学
校
の
再
編
と
絡
め
て
考
え

て
は
い
ま
せ
ん
。
③
基
本
的
に
子
ど
も
の
数

が
減
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
な
の
で
、
県
の

再
編
計
画
は
あ
る
程
度
理
解
で
き
ま
す
。
今

後
は
学
級
数
の
減
少
を
最
小
限
に
と
ど
め
、

質
問 

当
市
の
さ
ら
な
る
振
興
と
周
辺
地
域

の
活
性
化
策
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
意
欲
あ
る

若
者
の
定
住
」
に
あ
り
ま
す
。
今
後
、
若
者

定
住
に
求
め
ら
れ
る
支
援
策
と
し
て
の
重
要

必
須
項
目
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

移
住
を
含
め
、
定
住
を
考
え
る
若
者

の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
る
こ
と
が
重
要
で

す
が
、
次
の
３
点
が
必
須
項
目
と
考
え
ま
す
。

　

ま
ず
「
就
農
・
起
業
を
含
め
た
就
業
支

援
」
で
、
新
規
就
農
支
援
や
若
い
人
材
が
地

元
に
定
着
で
き
る
よ
う
な
取
組
み
を
進
め
ま

す
。
２
点
目
は
「
医
療
・
子
育
て
支
援
」
で
、

持
続
的
な
医
療
体
制
の
確
立
と
子
育
て
世
帯

の
応
援
、３
点
目
は
「
住
環
境
の
整
備
支
援
」

で
定
住
促
進
事
業
や
空
き
家
バ
ン
ク
で
す
。

質
問 

重
要
必
須
項
目
の
実
現
に
向
け
て
、

市
民
と
と
も
に
汗
す
る
職
員
の
育
成
と
行
政

の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
い
か
に
お
考
え
か
。

答
弁 

「
選
ば
れ
て
住
み
継
が
れ
る
十
日
町

市
」
の
目
標
に
向
け
て
、
各
部
署
が
、
よ
り

横
断
的
に
協
議
・
検
討
で
き
る
組
織
体
制
と

す
べ
く
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
諸
問
題
の
解
決
に
当
た
る
上
で
は
行
政

だ
け
で
な
く
、
行
政
と
市
民
の
皆
さ
ま
と
の

協
働
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

質
問 

合
併
し
て
10
年
、
支
所
は
職
員
の
減

少
に
よ
り
機
能
低
下
が
顕
著
で
す
。
周
辺
地

域
の
活
性
化
に
は
支
所
職
員
の
充
実
と
機
能

堅
持
す
る
よ
う
県
に
働
き
か
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
④
市
外

の
中
学
校
に
進
学
を
希
望
す
る
こ
と
は
、
個

人
の
意
思
な
の
で
や
む
を
得
な
い
と
考
え
ま

す
。
高
校
の
学
力
低
下
は
危
惧
さ
れ
る
課
題

で
あ
り
、
小
中
学
校
に
お
い
て
確
か
な
学
力

と
学
ぶ
意
欲
を
育
て
る
こ
と
が
、
高
校
で
の

学
力
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

⑤
教
育
委
員
会
で
は
今
年
度
「
ふ
る
さ
と
教

材
」
の
作
成
に
着
手
し
ま
し
た
。
平
成
29
年

度
か
ら
は
、
こ
の
教
材
を
地
域
へ
の
愛
着
と

誇
り
を
持
つ
人
材
育
成
に
活
用
し
ま
す
。

人口ピラミッド図

下条中学校区の小中一貫教育

の
強
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
お
考
え
を
伺

い
ま
す
。

答
弁 

各
支
所
は
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
、

柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域

に
密
着
し
た
支
所
の
役
割
は
、
最
も
近
い
行

政
と
し
て
、
地
域
住
民
と
協
働
で
各
施
策
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
可
能

な
限
り
現
状
を
維
持
し
、
支
所
機
能
の
充
実

を
図
り
、
地
域
に
最
も
密
着
し
た
行
政
組
織

と
い
う
点
で
、
そ
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮

し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

小
野
嶋
哲
雄 

議
員

藤
巻
　
誠 

議
員

市政のここが聞きたい!一般 質問

948304 90歳以上
85～89歳
80～84歳
75～79歳
70～74歳
65～69歳
60～64歳
55～59歳
50～54歳
45～49歳
40～44歳
35～39歳
30～34歳
25～29歳
20～24歳
15～19歳
10～14歳
５～９歳
０～４歳

699
1,289

1,809
1,895
2,017

2,572
2,462
1,990
1,655
1,678
1,730
1,544
1,202
766

1,233
1,369
1,257
1,099

0 02,000 2,0004,000 4,000

1,435
2,085
2,181
2,194
2,081
2,455
2,405

1,803
1,594
1,514
1,627
1,420
1,088
728
1,157
1,358
1,148
1,051

H22（2010）

男
　性

女
　性

資料：国勢調査
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地
域
別
投
資
的
経
費
割
合
を
守
れ

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
を
！

十
日
町
市
の
今
後
に
つ
い
て

質
問 

合
併
し
て
10
年
に
な
る
が
効
果
が
見

え
な
い
。
周
辺
の
魚
沼
米
産
地
は
堆
肥
セ
ン

タ
ー
を
完
備
し
て
い
る
。
単
協
販
売
に
力
が

入
る
時
、
競
争
力
に
不
安
を
感
じ
て
な
ら
な

い
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
弁 

堆
肥
セ
ン
タ
ー
は
堆
肥
利
用
に
よ
り
、

地
力
の
向
上
や
消
費
者
の
安
全
・
安
心
志
向

へ
の
対
応
、
ま
た
、
畜
産
や
き
の
こ
農
家
の

廃
棄
物
処
理
や
臭
気
問
題
の
軽
減
の
た
め
に

必
要
な
施
設
で
あ
り
、
引
き
続
き
建
設
に
向

け
努
力
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
高
品

質
で
高
付
加
価
値
な
商
品
を
提
供
し
、
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
の
競
争
力
を
磨
き
上
げ
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
Ｊ
Ａ
と
協
力
し
、
ま
ず
は
利

雪
型
低
温
倉
庫
兼
精
米
施
設
の
整
備
な
ど
を

通
じ
競
争
力
強
化
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問 

近
年
の
十
日
町
市
は
イ
ベ
ン
ト
が
多

す
ぎ
る
。
雪
花
火
は
人
気
が
あ
る
と
言
い
、

予
算
を
増
額
し
て
地
域
の
雪
ま
つ
り
に
水
を

さ
さ
れ
た
感
が
あ
る
が
、
費
用
対
効
果
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。
職
員
も
休
む
事
も
な

く
駆
り
出
さ
れ
て
大
変
だ
と
思
う
が
。

答
弁 
雪
花
火
は
、
こ
の
地
域
の
冬
の
魅
力

は
何
か
と
い
う
問
い
か
ら
生
ま
れ
た
事
業
で
、

今
回
も
４
千
人
近
い
お
客
さ
ま
か
ら
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
川
西
地
域
の
雪
ま
つ

り
と
同
時
期
で
地
域
の
負
担
も
理
解
し
て
お

質
問 
旧
町
村
へ
の
投
資
額
に
大
き
な
開
き

が
あ
り
ま
す
。
今
後
ど
う
調
整
を
図
っ
て
い

く
の
か
。
ま
た
、
合
併
協
定
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
決
め
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
き
た
中
、

選
定
率
だ
け
な
ぜ
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

答
弁 

選
定
率
に
つ
い
て
は
、
常
に
意
識
し

て
予
算
編
成
を
し
て
い
ま
す
。
合
併
し
て
10

年
が
経
過
し
、
各
地
域
の
環
境
整
備
状
況
に

よ
り
、
選
定
率
に
開
き
が
あ
る
地
域
も
あ
り

ま
す
が
、
今
後
も
意
識
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
ま
す
。

質
問 

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
内
、
訪
問
介

護
・
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
市
町
村
事
業
に

移
行
に
な
っ
て
も
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
報
酬

単
価
を
保
障
す
る
の
か
。

　
ま
た
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
に
置
き
換
え
る
の
で
は
な
く
、
育
成
す

る
観
点
が
大
事
で
は
な
い
か
。

答
弁 

移
行
後
の
総
合
事
業
で
は
、
指
定
介

護
予
防
事
業
者
に
加
え
、
多
種
多
様
な
担
い

手
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
現
行
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
方
に
は

引
き
続
き
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
体
制

づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
報
酬
の
単
価

に
つ
い
て
は
現
行
の
単
価
を
基
準
に
設
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
様
な
担
い
手
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
社
会
を
介
護
保
険
制
度

の
周
辺
部
に
作
っ
て
い
く
、
そ
う
い
う
大
き

り
、
地
域
の
お
祭
り
と
ど
う
融
合
さ
せ
る
か

が
課
題
と
考
え
ま
す
。
今
後
は
、
冬
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
会
場
や
実
施
方
法
な
ど

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
支
所
の
職
員
も
か

な
り
疲
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
い

ま
す
。
地
域
の
祭
り
を
ど
う
活
性
化
さ
せ
る

か
、
合
併
10
年
で
検
討
す
べ
き
時
期
に
来
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

今、頑張っている産業を守るためにも
堆肥センターが必要だと思うが…

1ｔパックに入れて県外に持
ち出されるキノコの廃菌床

な
く
く
り
の
中
で
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
少

し
で
も
安
心
し
て
過
ご
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
作

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
や
自
主
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
連
携
し
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

鈴
木
和
雄 

議
員

小
嶋
武
夫 

議
員

市政のここが聞きたい!一般 質問

十日町地域 川 西 地 域 中 里 地 域 松 代 地 域 松之山地域

合併協議選定率（Ａ） 45.6% 17.0% 14.9% 11.6% 10.9%

10 年 間 平 均（Ｂ） 48.6% 15.1% 14.8% 9.0% 12.5%

Ｂ－Ａ 3.0% −1.9% −0.1% −2.6% 1.6%

選定額10年間計 13,814,238 4,283,198 4,189,461 2,565,783 3,540,583 

Ｂ－Ａを金額に置換え 851,798 −539,472 −28,393 −738,225 454,292

地域別投資的経費割合（選定率）調べ

し
て
い
た

だ
く
予
定

で
す
し
、

日
常
生
活

支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
や
協

議
体
の
設

置
な
ど
、

体
制
も
整

え
な
が
ら
、

地
域
資
源

の
開
発
育

成
に
も
努

め
た
い
と

考
え
ま
す
。

単位：千円

鈴木和雄議員作成
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21
世
紀
の
郷ま

土ち

創
り
に
つ
い
て

　

自
由
の
風
で
は
、
８
月
末
に
長
野
県
松
川

村
で
健
康
長
寿
政
策
を
学
び
、
岐
阜
県
郡
上

市
で
小
水
力
発
電
施
設
を
視
察
し
た
。
両
方

と
も
十
日
町
市
が
直
面
し
て
い
る
課
題
で

あ
る
。

　

認
知
症
や
寝
た
き
り
な
ど
、
病
に
な
ら
な

い
長
生
き
を
健
康
長
寿
と
い
う
。
誰
し
も
家

族
と
社
会
に
負
担
の
少
な
い
老
人
で
あ
り
た

い
。
市
制
10
周
年
事
業
の
順
天
堂
大
学
白
澤

卓
二
教
授
の
講
演
は
認
知
症
と
糖
尿
病
を
心

配
す
る
者
に
と
っ
て
朗
報
で
あ
っ
た
。
炭
水

化
物
と
工
業
性
食
品
を
少
な
く
し
て
天
然
油

の
摂
取
を
勧
め
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
個

人
が
改
め
る
健
康
長
寿
策
で
あ
っ
た
。
比
較

し
て
松
川
村
の
長
寿
は
長
期
の
官
民
協
働
囲

い
込
み
政
策
で
あ
る
。

　

松
川
村
は
人
口
１
万
１
８
８
人
。
男
性

82
・
２
歳
、
女
性
87
・
８
歳
が
平
均
寿
命
。

男
性
は
日
本
一
。
女
性
の
活
動
が
著
し
い
。

昭
和
37
年
長
野
県
に
「
保
健
補
導
員
」
が
誕

生
し
て
53
年
、
村
の
成
人
女
性
の
２
〜
３
人

に
一
人
が
経
験
し
て
い
る
。
輪
番
制
で
２
年

任
期
、
考
え
方
が
変
わ
る
と
い
う
。
17
地
区

に
１
０
１
人
の
保
健
補
導
員
。
人
口
１
０
０

人
に
１
人
。「
自
分
た
ち
の
健
康
は
自
分
た

質
問 

冬
季
間
の
市
街
地
へ
の
通
勤
で
、
中

条
病
院
脇
か
ら
の
道
路
に
関
し
、
冬
季
間
閉

鎖
し
て
あ
り
、
地
元
住
民
が
非
常
に
不
便
を

感
じ
て
い
る
。
解
決
の
方
法
は
な
い
も
の
か
。

答
弁 

こ
の
道
路
は
、
農
道
と
し
て
整
備
さ

れ
た
道
路
で
す
。
１
１
７
号
の
冬
季
間
の
交

通
渋
滞
、
万
が
一
の
災
害
等
を
考
え
る
と
道

路
一
本
だ
け
で
は
不
安
が
あ
る
と
い
う
声
も

多
く
聞
い
て
い
ま
す
。

　

冬
季
の
供
用
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
や
地

域
の
方
々
と
協
議
し
な
が
ら
、
前
向
き
に
検

討
し
ま
す
。

質
問 

下
条
上
新
田
よ
り
中
条
北
原
地
内
ま

で
中
止
さ
れ
て
い
る
接
続
道
路
は
今
後
も
め

ど
が
立
た
な
い
も
の
か
。
ま
た
、
北
原
地
内

か
ら
四
日
町
中
原
ま
で
の
整
備
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁 

下
条
地
域
と
中
条
地
域
を
つ
な
ぐ
市

道
新
光
寺
北
原
線
の
事
業
計
画
は
現
在
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。
飛
渡
川
を
横
断
す
る
こ
と
や

大
量
の
盛
土
と
な
る
た
め
、
多
額
の
事
業
費

が
必
要
と
な
り
、
早
期
事
業
化
は
難
し
い
と

考
え
ま
す
。
北
原
か
ら
塚
田
ま
で
は
、
幹
線

農
道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
農
道
と

四
日
町
中
原
の
市
道
新
座
四
日
町
線
を
接
続

す
る
道
路
整
備
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

質
問 

十
日
町
小
学
校
の
通
学
時
間
帯
に
つ

い
て
、
朝
７
時
30
分
か
ら
は
一
方
通
行
で
す

ち
で
つ
く
り
守
り
ま
し
ょ
う
」
が
ス
ロ
ー
ガ

ン
。
古
く
は
高
血
圧
減
塩
活
動
、
今
は
生
活

習
慣
病
予
防
、
が
ん
予
防
、
介
護
予
防
な
ど

で
活
動
し
て
い
る
。

　

特
定
健
診
受
診
率
も
特
定
保
健
指
導
率
と

と
も
に
約
55
％
と
高
率
で
あ
る
。
保
健
師
、

栄
養
士
、
健
康
運
動
指
導
士
ら
が
「
顔
と
顔

を
合
わ
せ
て
」
保
健
相
談
、
健
診
未
受
診
者

訪
問
、
介
護
対
象
者
全
戸
訪
問
、
各
種
教
室

勧
誘
な
ど
の
事
業
に
対
応
。「
男
性
長
寿
日

本
一
の
村
か
ら
、
健
康
長
寿
日
本
一
の
村
」

を
目
指
し
て
い
る
。

　

長
寿
要
因
と
し
て
ほ
か
に
、
野
菜
摂
取
量

が
多
い（
長
野
県
は
全
国
１
位
）、
高
齢
者

就
業
率
が
高
い（
同
１
位
）、
公
民
館
活
動
が

盛
ん（
館
数
同
２
位
）、
肥
満
者
の
割
合
が
低

い（
同
40
位
）こ
と
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
長

野
の
長
寿
は
高
齢
者
に
運
動
指
導
」
と
聞
い

て
い
た
が
、
実
際
に
は
長
期
の
政
策
実
践
の

結
晶
で
あ
っ
た
。

が
、
下
校
時
に
は
解
除
さ
れ
て
い
る
の
で
一

部
区
間
で
も
進
入
禁
止
に
で
き
な
い
も
の
か
。

答
弁 

通
行
規
制
に
つ
い
て
は
、
警
察
の
協

議
を
踏
ま
え
、
公
安
委
員
会
が
決
定
し
ま
す

が
、
道
路
利
用
者
や
沿
線
住
民
の
皆
さ
ま
の

理
解
を
得
る
こ
と
が
第
一
で
す
。
市
で
は
、

通
学
路
の
安
全
対
策
を
図
る
た
め
、
十
日
町

市
通
学
路
交
通
安
全
推
進
会
議
を
設
置
し
、

危
険
箇
所
の
洗
い
出
し
、
点
検
、
対
策
の
検

討
と
検
証
を
行
っ
て
い
く
と
し
て
お
り
、
こ

の
推
進
会
議
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

庭
野
政
義 

議
員

市政のここが聞きたい!一般 質問

冬季間閉鎖される中条病院脇から接続する農道

庁舎懸垂幕にも「男性長寿日本一」

政
策
ク
ラ
ブ 

自
由
の
風

会
派
通
信

か
い
は 

つ
う
し
ん
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賛否等の状況

議
案
番
号
等

議
決
結
果

賛　
　
　

成

反　
　
　

対

政策クラブ　自由の風 不
ふ

羈
き

の会 三
さん

 矢
し

 会 　礎
いしずえ

　 日本共産党
十日町市議団 市民クラブ 凜

りん

近
藤
紀
夫

羽
鳥
輝
子

遠
田
延
雄

吉
村
重
敏

藤
巻　

誠

高
橋
俊
一

飯
塚
茂
夫

仲
嶋
英
雄

庭
野
政
義

涌
井　

充

小
嶋
武
夫

高
橋
洋
一

鈴
木
一
郎

村
山
達
也

小
林
弘
樹

宮
沢
幸
子

福
崎
哲
也

大
嶋
由
紀
子

村
山
邦
一

安
保
寿
隆

鈴
木
和
雄

太
田
祐
子

小
林　

均

小
野
嶋
哲
雄

川
田
一
幸

95 原案可決 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※
96 原案可決 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※
104 原案可決 23 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ※
111 認 定 20 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※
112 認 定 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※
114 認 定 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※
115 認 定 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※
請願4 不 採 択 3 21 × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ※
請願5 不 採 択 6 18 × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

※１　請願５「安全保障法制」に関する意見書提出を求める請願について、村山邦一議員から賛成討論がありました。

賛否が分かれた議案のうち、起立採決等により個々の賛否が明らかな議案について掲載。
（○：賛成、×：反対、−：欠席）※議長は議決に加わらず。

８月臨時会議決結果

９月定例会議決結果

議案番号等 件　　　　　　　　　　　　　　　名 付託委員会
審査結果 採決状況 議決結果

市長
提案
議案

87 工事請負契約の締結（文化ホール・中央公民館〈建築〉） −
全員賛成 原案可決88 工事請負契約の締結（文化ホール・中央公民館〈電気設備〉） −

89 工事請負契約の締結（文化ホール・中央公民館〈空気調和換気設備〉） −

議案番号等 件　　　　　　　　　　　　　　　名 付託委員会
審査結果 採決状況 議決結果

市　
　

長　
　

提　
　

出　
　

議　
　

案

90 物品購入契約の締結（松代支所ロータリ除雪車） −

全員賛成 原案可決
91 物品購入契約の締結（松代支所ロータリ除雪車） −
92 物品購入契約の締結（中里支所除雪ドーザ） −
93 物品購入契約の締結（松代支所除雪ドーザ） −
94 区分所有建物の買入れ（アップルとおかまちの一部を子育て支援センターの施設とするため） −
95 十日町市個人情報保護条例の一部を改正する条例制定

総務文教 
可　　決

賛成多数 原案可決
96 十日町市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例制定
97 十日町市手数料条例の一部を改正する条例制定

全員賛成 原案可決

98 市道の廃止（北新田線、北新田明石町線、岩瀬脇田線）

産業建設
可　　決

99 市道の認定（北新田線、上町６号線、当間５号線、土市15号線、岩瀬脇田線）
100 字の変更（地籍調査事業に伴う変更）
101 字の変更（地籍調査事業に伴う変更）
102 十日町市松代ファミリースキー場条例の一部を改正する条例制定

103 十日町市子育て支援センター条例の一部を改正する条例制定 厚生環境
可　　決

104 平成27年度十日町市一般会計補正予算（第４号） − 賛成多数 原案可決
105 平成27年度十日町市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） −

全員賛成 原案可決

106 平成27年度十日町市国民健康保険診療所特別会計補正予算（第２号） −
107 平成27年度十日町市介護保険特別会計補正予算（第２号） −
108 平成27年度十日町市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） −
109 平成27年度十日町市下水道事業特別会計補正予算（第２号） −
110 平成27年度十日町市水道事業会計補正予算（第２号） −
111 平成26年度十日町市一般会計歳入歳出決算認定

決算特別
委 員 会
認　　定

賛成多数 認　　定
112 平成26年度十日町市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
113 平成26年度十日町市国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決算認定 全員賛成 認　　定
114 平成26年度十日町市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

賛成多数 認　　定
115 平成26年度十日町市介護保険特別会計歳入歳出決算認定
116 平成26年度十日町市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定

全員賛成 認　　定
117 平成26年度十日町市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定
118 平成26年度十日町市松之山温泉配湯事業特別会計歳入歳出決算認定
119 平成26年度十日町市水道事業会計利益の処分及び決算の認定
120 工事請負契約の締結（上新井市営住宅） −

全員賛成 原案可決
121 平成27年度十日町市一般会計補正予算（第５号） −

議会
提出
議案

18 十日町市議会会議規則の一部を改正する規則 −
全員賛成 原案可決

19 議員派遣 −

請
願

4 所得税法第56条廃止を求める請願 総務文教
不 採 択 賛成少数 不 採 択

5 「安全保障法制」に関する意見書提出を求める請願　※１
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総
務
文
教
常
任

　
委
員
会
視
察
報
告

REPORT 1

信
濃
川
・
清
津
川
対
策

　
特
別
委
員
会
報
告

REPORT 2

　

平
成
27
年
７
月
10
日
、
当
委
員
会

の
所
管
事
業
に
関
す
る
管
内
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

●
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
体
験
学
習

　

市
内
各
小
学
校
の
５
年
生
を
対
象

と
し
た
河
川
教
育
の
一
環
と
し
て
、

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
信
濃
川
を
下
り
な

が
ら
、
流
れ
る
水
や
川
の
様
子
を
観

察
し
、
川
に
関
す
る
知
識
を
身
に
付

け
る
学
習
教
室
で
し
た
。
自
然
の
中

で
、
生
徒
た
ち
が
あ
ふ
れ
る
笑
顔
で

元
気
に
挑
戦
し
て
い
る
姿
に
感
動
を

覚
え
ま
し
た
。

●
水
沢
小
学
校
西
校
舎
改
築
工
事

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
３
階
建
校

舎
で
、
延
べ
床
面
積
７
４
０
・
２
８ 

㎡
、
１
階
は
多
目
的
ピ
ロ
テ
ィ
、
２

階
は
理
科
室
、
ふ
る
さ
と
教
室
、
３

階
に
は
家
庭
科
教
室
、
図
工
室
が
あ

り
竣
工
式
は
10
月
末
か
ら
11
月
予
定

と
の
こ
と
で
し
た
。
ゆ
と
り
あ
る
校

舎
建
築
で
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間

が
設
け
ら
れ
、
余
裕
あ
る
教
育
を
進

め
て
い
き
た
い
と
説
明
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
教
育
環
境
の
整
備
が
進
め
ら

れ
、
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

●
十
日
町
小
学
校
、
ふ
れ
あ
い
の
丘

支
援
学
校
、
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

視
察
と
連
携
に
つ
い
て
３
校
そ
れ

ぞ
れ
の
説
明
と
懇
談

　

全
国
で
も
例
を
み
な
い
３
施
設
を

併
設
し
た
「
夢
の
学
校
」
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

共
生
の
理
念
に
基
づ
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
の
き
め
細
や
か
で
行
き
届

い
た
教
育
支
援
や
、
子
育
て
に
関
す

る
相
談
体
制
の
充
実
を
、
熱
い
思
い

で
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
明

日
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
、
教

育
し
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

ラフティングの体験学習の様子

三 俣 取 水 口 視 察

　

８
月
５
日
の
信
濃
川
・
清
津
川
対

策
特
別
委
員
会
に
つ
い
て
報
告
い
た

し
ま
す
。

●
信
濃
川
の
夏
季
高
水
温
期
に
お
け

る
放
流
量
に
つ
い
て

　

水
温
が
28
℃
を
超
え
な
い
よ
う
な

放
流
方
法
が
行
わ
れ
ま
す
。

⑴
次
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
、
宮

中
取
水
ダ
ム
か
ら
の
放
流
量
を
通

常
の
60
㎥
／
秒
か
ら
80
㎥
／
秒
に

増
や
し
て
放
流
し
ま
す
。

　

①
隔
週
日
曜
日

　

②
２
日
連
続
し
て
宮
中
取
水
ダ
ム

の
水
温
が
25
℃
を
超
え
、
か
つ

日
最
高
気
温
（
十
日
町
市
）
が

31
℃
以
上
で
、
翌
日
も
31
℃
を

超
え
る
と
予
測
さ
れ
る
場
合

⑵
対
象
期
間
は
、
７
月
20
日
〜
９
月

10
日

●
東
京
電
力
信
濃
川
電
力
所
の
視
察

に
つ
い
て

　

同
日
、
水
力
発
電
施
設
で
あ
る
清

津
川
の
三
俣
取
水
口
、
湯
沢
発
電
所
、

石
打
発
電
所
な
ど
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。 

　

湯
沢
発
電
所
は
、
今
年
２
月
に
発

生
し
た
屋
根
崩
落
事
故
の
が
れ
き
の

撤
去
作
業
が
、
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
ま

し
た
。

　

清
津
川
か
ら
の
取
水
は
、
湯
沢
発

電
所
屋
根
崩
落
事
故
以
降
停
止
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
７
月
５
日
か
ら
石

打
発
電
所
で
使
用
す
る
た
め
再
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

最
大
取
水
量
（
６
・
０
９
９
㎥
／

秒
〜
６
・
１
２
１
㎥
／
秒
）
の
う
ち
、

湯
沢
発
電
所
の
余
水
路
を
通
っ
て
、

試
験
的
に
１
〜
４
㎥
／
秒
が
、
石
打

発
電
所
に
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

状
況
は
今
後
、
お
お
む
ね
３
年
程
度

は
続
く
と
の
こ
と
で
す
。 

　

視
察
時
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
出
穂

期
に
当
た
り
、
最
も
農
業
用
水
が
必

要
な
時
期
で
あ
り
、
魚
野
川
流
域
の

稲
の
生
育
状
況
と
農
業
用
水
に
つ
い

て
も
視
察
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
清
津
川
で
取
水
さ
れ

魚
野
川
に
放
流
さ
れ
て
い
る
水
問
題

に
つ
い
て
は
注
視
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

高
齢
渦
時
代

�

（
十
日
町 

60
代 

男
性
）

　

今
、
日
本
そ
の
も
の
、
今
回
も
、

何
か
寒
々
と
し
た
感
じ
、
小
生
今
回

３
回
目
の
傍
聴
に
伺
い
ま
し
た
。

　

車
、
道
路
、
橋
、
小
学
生
等
で
は

な
く
、
福
祉
の
大
切
さ
を
も
っ
と
強

調
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
は
ま
さ
に
車
の
時
代
。

　

障
害
者
年
金
生
活
者
の
小
生
や
、

も
っ
と
年
上
の
人
達
や
、
小
生
の
母

も
車
の
免
許
は
取
れ
ま
せ
ん
。

皆さんも市議会を
傍聴してみませんか‼

　次の12月定例会は、12月初旬に予定し
ています。
　詳しくは議会事務局へご照会ください。

☎025-757-3119（直通）

議
会

ポ
ー
ト

レ

議
会

聴
傍



あ
と
が
き

●日時　11月9日（月） 

●会場　クロス10 中ホール
●講師　塚

つ か

 田
だ

  芳
よ し

 久
ひ さ

  氏
　　　　（新潟県立十日町病院 院長）

直接会場へお越しください。市民の皆様のご参加をお待ちしております。
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昭和28年　栃木県生まれ
昭和54年　新潟大学医学部卒業
新潟大学医学部講師
新潟市民病院診療部参事
県立新発田病院診療部長などを経て平成17年４月より県立十日町病院院長
県医師会理事・日本医師会理事・全国自治体病院協議会理事

十日町市議会主催：まちづくり講演会のご案内

インターネットで
本会議の様子を配信しています！
定例会の生中継や過去
の本会議をパソコンで
視聴ができます。
ぜひ、ご覧ください。

十日町市ホームページ→十日町市議会（左側中段）
視聴方法

議会中継

会議録の検索と閲覧

→

＊会議録の検索は

　

９
月
の
議
会
が
終
わ
る
と
す
っ

か
り
秋
め
い
て
き
ま
す
。
こ
の
45

号
を
ご
覧
の
皆
さ
ま
は
、
秋
そ
し

て
そ
の
先
の
冬
の
気
配
す
ら
感
じ

て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

よ
く
、
歳
と
と
も
に
一
年
が
短

く
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
話
を
聞
き

ま
す
が
、
合
併
10
年
を
過
ぎ
た
十

日
町
市
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

の
違
い
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
合

併
効
果
を
実
感
で
き
な
い
で
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
お
届
け
し
た
議
会
だ
よ
り

は
表
紙
、
内
容
と
も
に
多
少
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
26
年
の
決

算
審
議
を
含
め
、
ま
だ
ま
だ
お
知

ら
せ
し
た
い
項
目
も
あ
り
ま
す
が
、

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
お
声
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。�

高
橋
俊
一

http://www.tokamachi-city.
� stream.jfit.co.jp/

【お問い合わせ】

十日町市議会事務局
〒948−8501
十日町市千歳町３丁目３番地

電話�025-757-3119
FAX�025-757-5999

ラジオ「FMとおかまち」（78.3ＭHz）で
一般質問を放送しています!
一般質問をした当日、夕方７時から放送
していますので、ぜひお聴きください。

表紙写真について
今号から、表紙写真は地元高校写真部による

作品を載せることになりました。
トップバッターは十日町高校です。

十日町高校写真部

魚沼医療再編と地域医療構想

入場
無料

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

Yoshihisa Tsukada

午後6時30分〜
（開場 午後6時）

　十日町高校写真部です。男子４名、女子７名で毎週楽
しく活動しています。まだまだ未熟ですが、少しでもい
い写真が撮れるように日々練習を積み重ねています。

　
十
日
町
市
議
会
だ
よ
り

第
45
号
●
発
行
／
十
日
町
市
議
会
　 

●E
-m
ail:t-g

ikai@
city.tokam

achi.lg
.jp

　 

●
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会


